
新
川
丸
池
公
園
の
北
側
に
位
置

す
る
斜
面
地
（
杏
林
大
学
病
院
看

護
婦
寮
跡
地
）
の
整
備
工
事
が
完

了
し
、
丸
池
の
里
に
新
し
い
公
園

が
オ
U

プ
ン
し
ま
し
た
（
写
真
）。

こ
の
新
し
い
公
園
は
地
形
の
特

色
を
生
か
し
、
「
丸
池
の
里
」
一

帯
を
展
望
で
き
る
高
台
の
あ
る
自

然
公
園
で
す
。
公
園
の
整
備
プ
ラ

ン
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
新
川

丸
池
公
園
の
と
き
と
同
様
に
地
域

住
民
を
中
心
と
す
る
「
丸
池
復
活

プ
ラ
ン
づ
く
り
運
営
委
員
会
」
が

主
体
と
な
り
、
平
成
12
年
１
月
か

ら
６
回
の
ワ
U

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
、
同
年
７
月
、
完
成
し
た
プ

ラ
ン
を
市
長
へ
提
言
。
こ
れ
を
受

け
て
実
施
設
計
が
行
わ
れ
ま
し

中
原
二
丁
目
に
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
樹
林
地

が
オ
U

プ
ン
し
ま
し
た
（
写
真
）。

こ
の
土
地
は
、
昨
年
４
月
に

「
地
域
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て

ほ
し
い
」
と
、
地
元
の
水
口
豊
樹

さ
ん
か
ら
市
へ
寄
付
さ
れ
た
も
の

で
す
。
市
で
は
今
年
２
月
か
ら
整

備
工
事
を
行
い
、
３
月
末
に
工
事

完
了
し
ま
し
た
。

◆
所
在
地

中
原
２
―
５

◆
面
積

１
千
427
・
17
平
方
A

∞
緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３

５

市内に唯一残
る「大沢の里」
の田んぼ（大沢
二丁目）一面に、
レンゲの花が咲
いています。周
囲の若みどりの
中に、ピンクの
レンゲの花が映
え、美しい田園
風景が広がって
います。
水田の上には、恒例となった大きな「鯉のぼり」が、

地元で活動する市民グループ「ほたるの里・みたか村」
によって掲揚され、翻っています。
ゴールデンウィークの一日、大沢に残る豊かな自然

環境に触れるため、散策にお出かけになってみません
か。 ≥同村ò090―4171―3070

た
。新

し
い
公
園
は
、
周
辺
の
丸

池
・
雑
木
林
・
原
っ
ぱ
公
園
、
勝

渕
神
社
、
梅
林
な
ど
と
調
和
し
、

斜
面
に
ス
ロ
U

プ
を
設
け
る
な

ど
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
が
利

用
で
き
る
よ
う
な
設
備
や
植
栽
の

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
所
在
地

新
川
３
―
20
（
地
図

参
照
）

◆
面
積
　
３
千
340
・
22
平
方
A

∞
緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３

５

国
有
財
産
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
国
の
法
定
外
公
共

物
だ
っ
た
里
道
（
い
わ
ゆ
る
赤

道
）
、
水
路
な
ど
が
国
か
ら
市
へ

譲
与
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
東
部
地
域
（
下
連
雀
・

牟
礼
・
井
の
頭
・
北
野
・
新
川
）

に
引
き
続
き
、
今
回
、
西
部
地
域

（
上
連
雀
・
井
口
・
深
大
寺
・
野

崎
・
大
沢
）
お
よ
び
中
原
地
区
が

譲
与
さ
れ
、
こ
の
４
月
１
日
か
ら

市
内
全
域
の
里
道
、
水
路
の
管
理

を
市
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。現

在
国
か
ら
使
用
許
可
を
受
け

て
い
る
方
や
、
こ
れ
か
ら
使
用
許

可
を
受
け
た
い
方
の
公
共
物
使
用

許
可
申
請
、
使
用
料
の
支
払
い
、

交
換
申
請
、
公
共
用
財
産
の
用
途

廃
止
お
よ
び
払
い
下
げ
の
申
請
、

境
界
の
確
定
な
ど
は
市
・
道
路
整

備
課
（
市
役
所
５
階
）
が
窓
口
と

な
り
ま
す
。

∞
道
路
整
備
課
境
界
確
定
係
ò

内
線
２
８
５
２
・
管
理
係
ò
内
線

２
８
４
３

800
A
に
渡
っ
て
大
規
模
な
清
掃
を

行
い
ま
す
。

玉
川
上
水
は
東
京
都
の
歴
史
環

境
保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
上
水
沿
い
の
「
風
の
散
歩
道
」

に
は
太
宰
治
の
ポ
ケ
ッ
ト
ス
ペ
U

ス
や
山
本
有
三
記
念
館
な
ど
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
三
鷹
の
森

ジ
ブ
リ
美
術
館
へ
の
道
と
し
て
も

多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。２

月
に
行
わ
れ
た
第
１
回
目
に

は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な

さ
ん
を
は
じ
め
両
市
と
都
の
職
員

な
ど
総
勢
160
人
が
参
加
し
、
ご
み

の
搬
出
と
シ
ュ
ロ
や
竹
の
伐
採
や

せ
ん
定
を
行
い
ま
し
た
。
事
業
の

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ぜ
ひ
多

く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
４
月
25
日
œ
午
前
９
時
30
分
山

本
有
三
記
念
館
駐
車
場
集
合
、
11

時
30
分
ま
で
。
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
、
手
袋
な
ど
を
持
参
。

▼
前
日
ま
で
に
緑
と
公
園
課
ò
内

線
２
８
３
３
へ
申
し
込
む
。

玉
川
上
水
の
景
観
を
ご
み
の
投

棄
な
ど
か
ら
守
る
「
玉
川
上
水
ク

リ
U

ン
作
戦
」
（
東
京
都
・
三
鷹

警
察
署
・
市
民
団
体
・
三
鷹
市
共

催
）
の
第
２
弾
が
行
わ
れ
ま
す
。

前
回
と
同
様
、
三
鷹
駅
付
近
か
ら

万
助
橋
ま
で
玉
川
上
水
の
南
側
約

拠
出
金
の
増
に
よ
り
医
療
費
総
額

で
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

見
込
ま
れ
ま
す
（
表
②
）。

国
保
財
政
の
赤
字
は
、
市
税
な

ど
の
一
般
財
源
か
ら
の
繰
入
金
で

補
て
ん
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
額

は
平
成
12
年
度
決
算
で
16
億
３
千

万
円
、
平
成
13
年
度
で
は
19
億
円

程
度
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
（
表
③
）
。
ま
た
、
今
国
会
で

審
議
さ
れ
る
医
療
制
度
改
革
で
は

被
用
者
保
険
に
つ
い
て
も
負
担
増

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
税
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
も
こ
れ
以
上
の

赤
字
繰
入
を
避
け
な
く
て
は
い
け

な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
大
変
厳
し
い
経
済

状
況
で
す
が
、
や
む
を
得
ず
保
険

税
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。
国

保
財
政
の
赤
字
縮
小
の
た
め
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

∞
保
険
年
金
課
ò
内
線
２
３
８

２
・
２
３
８
３

平
成
14
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
が
改
定
さ
れ
、
基
礎
課
税
（
医

療
）
分
の
所
得
割
率
、
均
等
割
額
、

課
税
限
度
額
が
表
①
の
と
お
り
引

き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
被
保
険
者

に
合
算
さ
れ
る
介
護
納
付
金
分
保

険
税
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け

が
な
ど
の
と
き
に
安
心
し
て
医
療

に
か
か
れ
る
た
め
に
保
険
給
付
を

行
う
相
互
扶
助
に
よ
り
運
営
さ
れ

る
医
療
保
険
制
度
で
す
。
国
民
健

康
保
険
は
本
来
、
み
な
さ
ん
が
負

担
す
る
保
険
税
と
国
の
負
担
金
を

財
源
と
し
て
成
り
立
つ
制
度
で
す

が
、
社
会
の
高
齢
化
な
ど
で
医
療

費
が
増
加
す
る
一
方
、
特
別
減
税

や
景
気
の
低
迷
な
ど
か
ら
保
険
税

収
入
が
落
ち
込
み
、
国
保
財
政
の

赤
字
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
の
国
保
財
政
は
、

特
例
に
よ
り
医
療
給
付
費
は
減
と

な
り
ま
す
が
、
老
人
保
健
医
療
費
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表①　改定内容(基礎課税分)

改定額（率）改　定　後現　　行区　　分

２０／１００２２０／１００２００／１００所得割率

２，１００円２２，５００円２０，４００円均等割額

４万円５１万円４７万円課税限度額

No.10 Dミ4/21日付5面 天地13×左右47 岩0413（初）

表③    一般会計繰入金（赤字補て ん ）の推移
一般会計繰入金
（赤字補てん額）年　　度

１，２８３，４８２千円平成８年度
１，２００，４８２千円平成９年度
１，８４２，１７３千円平成１０年度
２，０６０，０００千円平成１１年度
１，６３０，０００千円平成１２年度
１，９００，０００千円平成１３年度（見込）

No.12 Dミ4/21日付5面 天地16×左右23 岩岩0418（再）

〈参考〉
一人当り保険税の比較
（平成１２年度決算・一般被保険者分）

一人当り調定額
５８，６１４円三　鷹　市
６４，１３１円多摩２６市平均
７１，１５８円最　　高
５４，４４１円最　　低
７５，４３０円東京都２３区平均
７６，８７５円全国平均

No.14 Dミ4/21日付5面 天地16×左右23 岩0413（初）

〈参考〉
課税限度額の比較
（基礎課税分）
（平成１３年度：２６市）

限度額市　名

５３万円
八王子
調　布
町　田
稲　城

１

５２万円
青　梅
小金井
国　立
東大和

５

：：：

４７万円三　鷹
西東京２４

４５万円羽　村２６

No.13 Dミ4/21日付5面 天地21×左右16 岩0413（初）

レンゲのお花見に大沢の里へ

国
有
財
産
の
里
道
、

水
路
な
ど
が
市
の

公
共
物
に
な
り
ま
し
た

水
口
豊
樹
さ
ん
（
中
原
二
丁
目
）
か
ら

寄
付
さ
れ
た
緑
地
を
樹
林
地
と
し
て
開
放

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定
し
ま
す

「
玉
川
上
水
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
第
２
弾

４
月
25
日
œ
午
前
９
時
30
分
か
ら


